
ＧＩＳ（地理情報システム）を活⽤した
埋設ガス導管の維持管理について

2017年2⽉6⽇（⽉）
東京ガス株式会社

東京ガスのＧＩＳ（地理情報システム）は、初の国産埋設物管理システムと
して、40年前より開発を進めてきたシステムです。

道路管理センターの「道路管理システム」（以下、ROADIS）としても東京
ガスのＧＩＳが採⽤されており、東京23区の埋設物管理にご活⽤頂いており
ます。

はじめに
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凡例
ガス ⽔道 下⽔
電気 電話

ガス導管延⻑の増加

紙による図⾯管理の限界

コンピュータを利⽤した
図⾯管理、設備管理

1977 独⾃に技術開発開始

1982 ガス導管データ運⽤開始

1991 業務利⽤多⾓化

2000〜 汎⽤ソフトウェア化

2017 現在

運⽤開始から35年
40以上の業務システムに活⽤

ＧＩＳ開発の背景
〜1970年代〜

⼯事

安定供給
保安・防災

評価分析・
計画策定

1970年代前半 技術調査

1990 ROADIS運⽤開始

1. 東京ガスにおける、GIS開発の歴史
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道路線形、家形 ガス導管情報

マッピングデータ
として⼀元管理

約1,140万件の
お客さま

⼯事情報

竣⼯図⾯

<業務情報> <地図情報>

お客さま情報

2. 東京ガスのマッピングデータ（地図情報）の構成

データベース

約63,000㎞
（地球１周半以上）の
ガス導管

約410万本の
供給管
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地図情報

道路線形、家形（住所）
ガス導管、ガス設備
防災ブロック
地震センサー
地域情報

業務情報

⼯事情報
竣⼯図⾯
お客さま情報

データベース

安定供給・保安・防災
防災ブロック管理

復旧管理（地震・差⽔）

地震時漏洩受付

緊急保安業務
EAGLE24

中圧設備管理 照会⼯事管理

定期漏洩検査

Mercury

供給検討

保安計画⽴案

評価分析・計画
策定

業務の流れ

データの流れ

業務名
システム名

参照・検索
設備情報検索

埋設管調査

3. GISを活⽤した業務システム

設計図作成

⼯事

⼯事予定報告

⼯事ＰＲ図作成 竣⼯図⾯更新竣⼯図作成
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導管網解析

需要想定

緊急保安業務

通報の受付（通報者・通報場所・通報内容の確認）
ガス設備状況の確認
通報者へ安全確保のお願い（⽕気厳禁など）
出動指⽰（最適な出動⾞両を選び出動指⽰）

【本社】保安指令センター 受付・出動指⽰

保安指令センターからの出動指⽰を受信
⾞載端末で内容を確認（通報内容、お客さま情報、
ガス設備情報など）
現場へ急⾏・現場処置
⾞載端末で完了報告（現場状況、処置内容など）

【ガスライト２４】 出動・現場処置

地図情報業務情報
EAGLE24
緊急保安業務
⽀援システム

⼀都三県
約５０ヵ所

約３４０台
（緊急⾞＋⼯作⾞）

約６００⼈
（要員）

24時間・365⽇ガスの安全を⾒守り、万が⼀の場合は、迅速
・的確な措置を⾏い、都市ガスによる事故を未然に防⽌する

・・・

ガス設備状況の確認

⾞載端末で内容を確認（通報内容、お客さま情報、
ガス設備情報など）〜ガス設備状況の確認

出動指⽰（最適な出動⾞両を選び出動指⽰）

⾞載端末で完了報告（現場状況、処置内容など）

4. GISを活⽤した業務システムの事例 ①EAGLE
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出動指⽰（⾞両選択）

4. GISを活⽤した業務システムの事例 ①EAGLE
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ガス設備情報（確認）

ガス設備情報（確認） 完了報告

EAGLE24
緊急保安業務
⽀援システム

本社と現場で同じ
内容が確認可能

照会⼯事管理

落成⼯事協議⼯事発⽣

地図情報業務情報

東京ガス

ガス導管⼯事以外の⼯事からガス導管を守る

MERCURY
照会業務管理システム

4. GISを活⽤した業務システムの事例 ②MERCURY

受付・確認 協議 巡回・⽴会 管理完了

年間３０万回年間６万件

道路、上下⽔道、
電気、電話、通信

他企業
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